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津田塾大：大学全体ではやや増加、一般は５年連続減少、共テは大幅増加  一般：-214 人 共テ：+396 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

COMMENT   ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

大学全体では、182 人(105)のやや増加。志願者数は、再び 4,000 人を上回った。方式別では、一般方式は 214 人(86)の減少で志願

者数は 1,300 人台まで減少。共通テスト利用方式は 396人(117)の大幅増加で前年度やや減少の反動。学部別では、(学芸)(112)は前

年度減少の反動で増加。(総合政策)(78)は大幅減少で、前年度は 2017 年度の新設以降初の増加となったが、再び減少に転じた。 

<一般方式> 

○学芸(86)は、５年連続減少。学科別では、５学科中３学科で増加だが、いずれも 10 人に満たない増加だった。一方で、減少した２学科

では、(多文化・国際協力)(70)は前年度大幅増加の反動で大幅減少、募集人員が５人(10%)減少したが志願倍率も 6.2 倍→4.8 倍

へダウン。(国際関係)(79)は２年連続大幅減少、募集人員が５人(4%)減少したが志願倍率も 4.1 倍→3.４倍へダウン。 

○総合政策(89)は、４年連続減少。志願者数は 2017 年度の新設以降で最少。 

<共通テスト利用方式> 

○学芸(129)は、前年度減少の反動で大幅増加。学科別では、５学科中４学科が大幅増加。特に、(英語英文)(151)は前年度大幅減

少の反動で大幅増加、(情報科学)(127)は大幅増加で５年ぶりの増加、(国際関係)(123)は２年連続大幅増加で志願者数は 900 人

を上回った。(多文化・国際協力)(120)も大幅増加で 2019 年度の新設以降初の増加だが、新設時の志願者数と比較するとおよそ３分の

１。一方で、唯一減少の(数)(93)は２年連続増加の反動でやや減少。募集単位別では、(英語英文)<共テ・Ｃ方式前期３教科

型>(152)、(情報科学)<共テ併用・Ｂ方式>(152)は大幅増加。(英語英文)<共テ併用・Ｂ方式>(109)は増加。 

○総合政策(71)は、前年度大幅増加の反動で大幅減少。志願者数は 350 人を下回り、2017 年度新設時の志願者数と比較するとおよそ

4 分の１。方式別では、全方式で減少。 
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※前年度の志願者数を100とする指数

※学部名の下の数値は全体の指数
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